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9．筋疲労による膝伸筋パ ワーの低下とその 回復

　 林　大輔，淵本隆文，金子公宥

　　 （大阪 体育大学）

【目的】運動に よっ て疲労する と，体力が 減退 して

運動成績が低下する 。 疲労の影響は ， 持久的な運動

に 限 らず瞬発的 な運動 に お い て も起 こ る と考え られ

る が ， 組織的な研究が ほ とん ど行 われ て い ない
。 本

研究で は all
−
eut 作業に よ っ て筋パ ワ ーが どの程度

低下 しどの ように 回復する の かを筋力との 比較に お

い て 明 らか に す る と と もに
， その 要因 を力 ， 速度 ，

筋電図 に よ っ て分析 し，また all
−
out 作業 の 強度 を

変えた場合の 影響に つ い て も併せ て 検討する こ とと

した。

1方法】被験者 は健康な成人男子 7 名に膝伸筋群 の

a】1−。ut 作 業を課 し，そ の 筋 パ ワ
ー

と筋力 に 及 ぼ す

影響を調 べ た 。 a｝1−out 作業で は，椅座位の被験者

に膝伸筋力 （MVC ）の 70％　（及び30％）MVC で の

等尺性収縮 を疲労困憊 （初期水準が 30％低下）に至

る まで 持続 させ ，そ の 回復期 （5 秒， 1 分 ，
3 分 ，

5 分，10分）に おける等尺性筋力 （MVC ） と筋 パ

ワ
ー

（PW ）の 変化を追跡 ・測 定 した 。 実験手順 と

して は， 2種 の 強度条件 の al1
−
。ut 作 業 に 対する最

大筋力 と筋パ ワ
ー

の 反応 を調 べ る実験 を別 の 口に

（1被検者 に つ き計 4 実験）行 っ た
。 膝伸筋 パ ワ

ー

の 測定 は慣性車輪法 （100kgの慣性負荷）で行い ，

同時に被検者の 外側広筋の筋電図 を表面電極法 で導

出 し，積分 と周波数を分析 した 。

【結果 と 考察】 1） aLl
−

。ut 直後 の 筋 パ ワ ーは ，

70％MVC 強度の 場合に44．0％低下 し，30 ％MVC で

は42．0％低下 し た 。 2） all
−
out 直後に おけ る筋力の

低下率は，70％ と30％MVC 強度下 で それぞれ22％

と26％ で あ っ た 。
こ の こ とか ら，all

−
out 作業に よ

る疲労 の 影響は筋パ ワ
ー

の 方が筋力よ り大きい こ と

が示唆 された 。 3 ）筋パ ワーと筋力の低下率に は，

70％ と30％MVC 強度 に よ る 差が 認め ら れ なか っ

た 。 4）回復過程で は筋パ ワ
ーの 方が筋力より早 く

回復する 傾 向が 認 め られ た 。 5 ）all
−
out 直 後の パ

ワ
ー

の 低下 （約43％）は，パ ワ
ー・発揮時の 力が30％

低 ドし，速度が20％低下 した結果であ っ た。また ，

こ の よ うな筋パ ワ
ー

の 低下 に もか か わ らず，筋電図

の 平均振幅，平均周波数，積分値に は有意な変化が

な く，筋疲労に ともな う興奮 ・収縮連 関の 機能低下

が示唆 された 。

10．中高年男性における
「
上体起 こし運動」 の反復

　回数 と腹部形態

　　○ 本 間幸子，本 間俊 行，加賀谷 淳子

　　 （目本 女子体育大学 基礎 体力研 究所 ）

【目的1体幹の筋持久力の指標 として 「上体起こ し

運動」 の 反復回数に着目 し，中高年男性を対象に そ

の 反復回数と年齢 との 関係 お よ び それ に影響す る形

態的な特徴 につ い て明 らか にする こ とを 目的 と し

た。

【方法】被検者は印刷会祉に勤務する 25歳か ら67歳

まで の 男性 133名 （20歳代 ： 8名，30歳代 ： 9名，40

歳代 ：61名，50歳代 ：48名，60歳代 ： 3名）で あっ

た 。 被検者は 「上体起こ し運動」 をA ）腕を頭に ま

わ して組ん で，B ）腕を伸ば して ，　 C）腕の 反動を

つ け て
，

の い ずれ か で行うもの と し，
A が 不可 能な

場合は B ，B が不可 能な場合は C で実施 した 。
い ず

れ も運動は 1 分間 に30回の テ ン ポで行 うもの とし，

起 き上 がれな くなるか，テ ン ポ に つ い て い けな くな

る まで の 回数を測定 した。また運動を50回反復で き

た場合はそ の 時点で 運動 を終了 した 。 被検者の へ そ

横20mm の 部位の 超音波画像 （B モ ー
ド〉 を撮影

し，画像 か ら腹部皮下脂肪厚お よ び腹部筋厚を計測

した 。 また皮脂厚計 （栄研式）を用 い て 上腕部お よ

び肩甲骨下縁の 皮下脂肪厚を計測 し，それ らか ら体

脂肪率を算出した 。

1結果1A の
「
上体起 こ し」 の 反復回数の 平均値は

20歳 代 で 39、4回，30歳 代 で 31，5回 ，
40歳 代 で22．4

回，50歳代で 20，5回 ，
60歳代で 18．0回で あ り，40〜

60歳代で は 20お よ び 30歳代 に 比 して 有意 に 少 なか っ

た。また皮下脂肪 厚 の 平均 値 は20歳代で 9．lmm で

あ っ た の に対 し，30〜60歳代 では 18．3− 20．2mm と

な り，30歳代 以 上 で は20歳代 に 比 して 有意 に 高か っ

た。一
方 ， 筋厚値 に 年齢 間の 差は認められなか っ た

（9．7〜12．2mm）。「．ヒ体起こ し」 の 回数 と腹部皮下

脂肪厚お よ び筋厚と の 問 に は それ ぞれ有意 （p＝O．

0001）な負ある い は正 の 相関関係が認め られた 。 し

か し，体脂肪 率と
「
上体起 こ し」 の反復回数に は有

意な関係は なか っ た。

【まとめ】40歳代以 ．hで は
「
上体起 こ し」 の 反復回

数が少 な くなっ た 。 そ の 反復圃数 に は腹部の筋厚 と

皮下脂肪厚 の 両者が関係 し，脂肪 が 薄い ほ ど，また

筋が厚い ほど回数が多 くな っ た 。
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